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は じめに

鉤虫卵の培養法はLooss　（1896）が糞便に獣炭末を混

じて行なった炭末培養法を発表して以来，我 国でも各種

の方法が宮川（1913），大平（1914）， 松林（1921），松

崎（1928），原田（1951），福本（1956），大野（1958），

佐野（1959） な どに より考案され てい る．現在広く行な

われてい る鈩紙培 養法は塗抹出来 る糞 便量や培 養水の 汚

濁な どに， また素焼板培 養法は操作 の軽易性に 欠点があ

り，これらの点を 補う意味で大 野（1958） が立瓦培養法

（ 塗抹糞便量0．5　gの素焼製 匙形でスピッツグラ ス に 入

れて培 養す る方法）を 創案している．　しかし素焼板に は

常に一 定した塗抹面 の湿潤 が期 待出来 ない製品 もあ る．

私達は鉤虫卵の培養法を検討中に 素焼板の吸水性が焼

製時 の温度に著 しく影響されることに 気付いた，そ こで

大野の立瓦に多 少の改変を加え，多 量の糞便 も塗抹出来

る様に成型し，これを用いて焼製温度 と吸水性 との関係

を精査す ると共に，鉤虫卵の培養実験に も用い興味ある

成績を得たので報告する．

実験材料および方法

素焼板の作 製法：

実験に用い た瓦用粘土は埼玉県大宮市，鴻巣市，深 谷

市の屋根兀 製造業 者より求 め，粘土塊を 粉砕して1mm

目の篩 にかけ ，適宜清水を加えて捏ね2 ～3 日丸めて室

内に放置し，成型前にさらに5 ～10 分間充分捏ねて第1

図 の様に素焼板（立型） と比較用の素焼板（平型）（以

下 素焼皿 とい う）を成型した・

焼 製は実 験用電気炉（ 内径10　cm，　横径14．5　cm，　縱
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第1 図　素焼板（ 上）および素焼皿（ 下）の型寸 模型図

径35　cm） で行ない ， そ れ ぞ れ所定 の温 度（600 °C，700

°C，　800°C，　900°C，及び1，000 °C）に上 昇後そ の

温 度で5 時 問焼いた後に電源を切 り冷 却してから取 り出

した ．

吸 水性の試験方法：

素焼板 は100　m1　入 りビ ーカーに約50　ml　の清水を入

れ，第2 図 の様にそ の中に 殆ど直立させて，素焼 皿は内

径85　mm，　 深さ20　mm のシャーレに20　ml　の 清水を

入れてそ の中央に 置き，そ れぞれ時間読みを始め ，前者

は瓦 の湿潤線 が下 から8cm の線に追す るまで の時 間を，

後者は瓦 の上面中 心部が完 全に灣潤し終 るまで の時間を

計測し た．両 者共 に各焼製温度毎にそ れ ぞ れ70 コずっ

を 試験に 用い た．

（　49　）
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第2 図　素焼板の吸水試験方法

培 養実験材料お よび方法：

比 較実験に用いたものはそれぞれ5 種類のこ となる温

度で焼しけこ素焼板お よび素焼且で，その吸水時間は第1

表 の如くであった．培養条件の悪 い冬季（1 月～2 月）

であったが埼玉県東部の農村の鉤虫保有者 の糞便をなる

べく実情に則する様にして集め，同一糞便について前記

の素焼板ならびに素焼皿に よる培養法 と塗抹3 枚法，飽

和食塩水浮游法，埼玉沈 澱法の各虫卵検査を併せて行な

った．

培 養方法は素焼板に糞便2g を秤量塗抹し，大型試 験

竹 （内径26　mm，　長さ180　mm） に入 れて水深が3　cm
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第1 表　鉤虫卵培養実験に 用いた素焼板および

素焼皿の種類

吸　　 水　　 時　　 間
種 別　　 焼 製 温 度

素 焼 板O

冫l型 ）

一 一 一

素 焼 皿
（ 平型）

气

丶　iy

ご

y

J － ・ － －

最短
時間

最高
時間

実験に使用
した範囲

4 時間観察で完全吸水せず
16分　　32 分　　17 分～20 分27

分　　85 分　　28 分～44 分100
分　150 分　100 分～120 分130
分　175 分　130 分～150 分

4 時 間観察で完全吸水せず
60秒　195 秒　　60 秒～165 秒120

秒　315 秒　120 秒～300 秒300
秒　540 秒　300 秒～540 秒360

秒　720 秒　360 秒～540 秒

900°C焼 製 板
▲一 一1　800むが？；製 仮X―　－X

700°C焼 製 板
●－－・－≪　600°C焼 製仮
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に なる様に清 水を ピペ ットで注入後 綿栓し，素焼皿 は同

じく糞便2g を 秤量 塗抹 し，中型 シャ ーレ（ 内所9　cm）に

入れ20　ml　の清水を 注入後に蓋を して，そ れぞ れ28 °C

ふ卵器内で15 日間培養を 行ない， 鉤虫 仔虫の隻数を算

えた．なおこれとは別に 集団検査の目的で冬季（1963 年11

月 ～1964 年2 月）に 実施した千 葉県 茂原市他4 町村

の鉤虫対策事業の後検便の時に ，セロハン厚層塗抹法，

飽和食塩水浮游法による虫卵検査と併せて同一糞便で前

記 と同様に素焼板（900 °C 焼製のもの）培養法で同定を

兼ねて検出仔虫 数を 算えた．

実験成績

1．　素焼 板の焼製温度 と吸 水性の関係

素焼板ならびに 素焼皿 の焼製温度 と吸 水性 の関 係は第3

図お よび第4 図に示した通 りで， 両者共に900 °C で

冫1

120

第3 図　 素焼 板 の 焼 製 温 度 別 吸 水時 間 範 囲 な ら びに 頻 度
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第2 表　 鉤 虫 卵 培 養 試 験

X

丶

り

8

1`
、j

＼1

169

9 （ 分j

方　 法　 塗　抹 巴93
に 訌

埼玉 法1，000 °　C　900°　C　800°C
（沈 澱法）　　 （ 素　焼　板　培

使用糞便量1．　5mg　0．59　0．　5　g
一 一 一検　 出　 数

＝＝㎜－－－＝－
＝＝＝＝－＝－

＝＝＝＝・－＝

検 体 番 号

一 一 一 一

A

B

計

C

D

E

F
G

H

I

J
K

小 計

一一一

合 計

一 一 一

虫 卵　 数
（ 個）

虫　 卵　 数　 の54

1　202

21　1　’．696

虫

2g

－＝・－－＝

多　い　 場1，692

2，043

75　2，1　3，735

－

卵 の 少 な
4

0

5

0

1

7

3

4

3

U7

2

169

3

25

131

100

204

77

い192

8
237

6
38

259
185
677
217

27　　828　1，819

102　3，726　5，554

合

11

269

一一一 一 ‥ －

280

一一 一

2 g

仔

985

746

2g

虫
（ 隻）

794

277

1，731　1，071

700 °　C　600°　C　1，　000°C　900°C　800°C
養　 法）

2g

－　 一一

数

1

一 一 一 一一 一

055
827

1，882

2

一 一 ・

g

793
736

1，529

‥ 一一 一 一

700 °C　600 °C

（素　焼　m　 培　養　法）

2g

797
1，241

2
g

一一 一一 一一一‥ 一一 一 一 一一

仔　 虫　 数

（ 隻 ）

一一一一1，128910

2
g

1，771
1，571

2，038　2，038　3，342

2g

1，587

1，209

一一一2，796

一 一 一

－ ＝＝ W ＝

場　 合

107　　190　　57　　67　　111　　217　　94　　69　　184

2　　14　　12　　21　　　5　　　　9　　　9　　11　　10

4　　12　　　2　　　4　　　6　　　31　　　9　　10　　13

1　　　13　　　　2　　　　2　　　　6　　　　　　8　　　　7　　　　0　　　　1

20　　　9　　　8　　　1　　　6　　　35　　　7　　　4　　12

4　　76　　82　　93　　98　　　117　　89　　167　　213

13　　　315　　　336　　　304　　　307　　　　111　　　238　　　245　　　131

54　　206　　505　　403　　520　　　316　　270　　277　　306

153　　308　　225　　149　　281　　　262　　325　　361　　350

358　1，143 1，229　1

638　2，874　2，300

－ －・一 一044

2，926

1，340

一一一
2．869

1，106　1，048

一 一　　　　　 一一3，144

3，086

1

一一4

，144　1，220

2g

280

940

1，220
一 一 一 一

186

21

9

2

6

226

223

400

530

？－〒㎜・・－－－＝ ・1，603

一 一ヽ一 一－－－一 一

486　4，016　2，823

焼 製した場合が 吸水性が一番安定し てお り，順次焼製温

度が低くなるにっ れて吸水性のばらつ きが大となる．な

お1，000 °C 以上で焼製した素焼板は4 時間観察で何れ

も完全に吸水し終った製品はなかった ．

また硬 度は900 °～800 °C で焼製 したものが適当 であ

り，　700°～600 °C では脆く破損し易卜

2．　焼製温度別素焼板の鉤虫培養成績

焼製温度別の素焼板ならびに素焼皿による鉤虫卵培養

試験の成績は第2 表に示すとおりで，　1，000°C 素焼板

培養の成績は明らかに悪く，それを除けば各素焼板の間

に仔虫検出数はそれ程著明な差は認められない．

3．　野外集団培養実験成績

（5 凵
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第3 表　素焼板（900 °C焼製）培養法による野外実験

虫　 卵　 培　 養　 検　 査

素　 焼　 板　 培　 養　 法

－1，000
mg

H．W．

糞　　 便　　 検　　 査

セ9 ハン厚層塗抹法　　　　飽和食塩水浮游法

500　mg

方　 法

使用糞便量　　　　　50　mg
種　　　　別

．D．（隻） 計（ 隻）　T ．0．（ 隻）
｀‾`ヽヽ ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －一一……一一一一，－・‥一一

検

よ 言 万H
．W ．（ 個）　T．　O．（ 個 ）H ．W ．（ 個）　T．　O．（ 個 ）　N．　A．　（ 隻 ）

一 一

4

6

0

0

0

0

28

0

0

74

0

0

0

0

0

1

0

1

0

2

1

175

0

1

5

0

34

45

282

502

041

1

0

0

0

0

431

0

0

0

0

1

1

0

150

3

2

4

0

3

3

1

0

0

2

2

2，754

2，119

2

3

85

57

0

29

270

0

26

16

7

15

5

4

13

4

220

73

10

6

70

59

7

45

344

300

244

0

268

0

19

36

20

56

0

76

256

55

46

11

10

22

0

19

10

5

920

1

1

122

22

103

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

45

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

76

0

0

0

0

0

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2，754

2，119

2

3
85

57
0

29

270

0
26

16

7

15

5
4

13

4

220

73

10

6

70

14
7

45

344

300

244
0

268

0

19

36

20

56

0

0
256

55
46
n

10

14

0

19

10

5

920

1

1
122

22

103

0

0

0

0

0

0

15

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

0

0

6

0

3

2

27

41

35

1

0

0

0

0

30

0

0

0

0

0

0

0

85

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

16

5

1

50

5

0

8

30

0

8

58

2

100

4

2

24

5

53

37

19

5

24

24

0

15

40

30

27

0

4

0

1

1

0

27

0

26
8

10

33

3

0

100

0

3

0

0

100

0

0

204

101

420

0

0

0

0

0

0

2

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

2

50

20

20

0

0

0

0

0

30

0

0

0

0

0

0

0

20

0

0

0

0

0

1

0

0

0

31

2

1

1

10

10

0

1

16

0

5

4

0

10

2

2

1

1

10

1

4

0

1

3

0

2

13

7

2

0

5

0

3

2

4

5

0

5

70

3

13

15

0

20

0

1

0

0

90

0

0

15

20

30

No．　121

122

123

221

222

225

322

323

324

325

401

402

403

412

416

417

418

419

501
502
504
505
506
507
508
509
510
511
512
513
514
602
615
621
624
701
702
703
706
713
717
719
721
724
804
807
809
810
811
902
904
908
920
922

千葉県で鉤虫対策時に協力に応じた132 名につ卜て集　　 績は第3 表に示すとおりである．虫卵検査法と培養法を

団培養実験を行なったが，その検出仔虫数および同定成　　 併せて検討すると第4 表に示すとおりで，鉤虫は87 例

（52 ）
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第4 表　虫卵 検査と仔虫 培養法の比較

素焼板　．
培 養法　 計

＋　－

十　56　　4　60

－　23　49　72

十　16　3　19

－21　92　113

一 一一一一 一一一37

95　132

素焼 板　 弖．
培 養法　li　l

セ 厚 法

口層

八塗
ソ抹

セ厚法

口層
八塗
ソ株

－㎜ ＝ ・ ・ ＝ ・・ ＝ J ■

＋　一

十　65　　7　72

－　14　46　60

79　53　132

素焼板　。
培養法　計

＋　－

十　13　1　14

－24　94　118

37　95　132

（　53　）
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私達は培養法 の検討中に焼製温 度の調節により常に安

定した吸水性を有す る素焼板 の製作に成 功したので ，前

記諸家の業績を参考 として大野が考案 した立瓦 を改変 し，

約2g の糞便が薄く塗抹出来 る様に成型 した素焼板を つ

くり，吸水性が鈩紙同様に常に安定し たものを作製 した

ので ，市 販の素焼皿で吸水不充分で表面が 乾燥 するもの

が混じ てい るために培養を失敗す ると言う心配が無 くな

っ た．

また素焼 板培養法と素焼皿培養法 との間に検出仔虫 数

がそ れ程 差がない ので大野の説が再確認さ れ， 従って集

団検 査時に 素焼 板培 養法を利 用するこ ともよい と思 われ

る．

ま と め

鉤虫卵培 養法を検討中 に素焼瓦の焼製温度が著 しく吸

水性を左右す ることを知 ったので，1 ．焼製温度 と素焼

兀 の吸水性 の関 係，2 ．焼製 温度別の素焼板 と素焼皿 の

鉤虫卵培養成績 の比較，3 ．集団検査に素焼板培養法 の

利用を行な卜 ，次 の様な 結論が 得られた．

I ）素焼瓦は800 °C～900 °C で5 時 間焼製する と適

当な硬度で常に一定した強力な吸水性が 得られる．　しか

し600 °C～700 °C では瓦は軟らか く破 損し易く吸水性

もやや劣 り，　1，000°C 以上で は質 は硬 く な る が吸水性

が著し く悪 くなる．

2 ）焼 製温度別の培養比較試験では1，000 °C 焼製 の

素焼板 の成 績は明らかに悪いが，そ の他 の各 素焼瓦の間

に検出仔虫数 の著 明な差が認められない ．

3 ）素焼板培養 と素焼皿 培養の閧では多 数寄 生の場合

は素焼皿が多少検 出仔虫数が多い が，これは同 一糞便量

を用いた ので塗抹面積が後 者が 前者の約1 ．5倍あ るため

薄く拡げられた結果ではないか と考え られる．なお 少数

寄生 では両者の間に著明な差がない ．

4 ）集団検査で鉤虫，東洋毛様線虫 の検 出には 素焼板

培 養法を用卜 るの もよい と思われる．

本論文の要旨は 第33 回日 本寄生虫 学会総会に 発 表し

た．
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A　NEW　TECHNIQUE　WITH　RECTANGULAR　UNGLAZED　TILE　FOR

CULTIVATION　OF　HOOKWORM　EGGS

Tadasu　WAKESHIMA，　S ⅢGE ⅢR0　ozu，　Chujiro　AIDA

（Sait αsα Institute　of ？M ・／・・c　Health，　O。liya，　Saita。za，μ 鈿
タフ）S

ⅢN　KACHI　＆　Takas ⅢITABASHI

（C阮・ゐa　Institute　of 戸ublic 　Health・，　C鈿・ba，　J　a）りα絢

The　ung　lazed　tiles　baked　at　various　temperatures　from　600°　C　to　1，　000°　C　were　usedfor　the　cultivation　of

hookworm　eggs　and　the　results　were　compared　with　other　techniques

as　the　filter　paper，　the　unglazed　tile　disc　and　centrifugation　techniques　for　hookworm　eggs．

The　shape　of　the　tile　used　for　the　eχperiment　was　designed　as　shown　in　Fig．　l　andit　was　dipped　vertically　in　the　beaker　with　water　as　shown　in　Fig．　2．　Prior　to　the　cultivationof

hookworm　eggs　with　the　tiles　the　hardness　and　water　sucking　power　of　them　baked

at　various　temperatures　were　comparatively　examined
・

The　tiles　baked　at　800°　C　to　900°　C　for　5　hours　are　moderate　in　hardness　and　strongin　water　sucking　power，　but　ones　baked　at　600

°　C　t0　700°　C　are　somewhat　soft，　fragile　andslightly　poor　in　water　sucking　power．

However，　no　differences　in　detection　rates　of　the　larvae　were　seen　among　the　unglazed

tiles　baked　at　temperature　from　600°　C　t0　900°　C　for　5　hours．

Although　no　differences　among　the　detection　rates　of　the　larvae　by　the　unglazed　tile

disc　and　rectangular　unglazed　tile　were　seen，　the　number　of　the　larvae　detected　by　the

former　was　some　larger　than　that　of　the　latter．

It　may　be　postulated　that　the　smeared　area　of　stool　on　the　former　was　larger　1．5times

than　that　of　the　latter．　From　the　results　obtained，　a　new　technique　with　rectangular

unglazed　tile　is　easy　and　safe　m　handling，　therefore　it　might　be　considered　to　be　recom－

mendable　for　the　survey　of　hookworm　or　フパchostf・θηgylus 　infections．

（55 ）
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